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:ま え が き

水稲品種「あさあけJの 特性解析としては,主に施肥に

関する試験が行われ,栽植様式と施肥の二要因に対する反

応試験は未だ行われていない。筆者らは昭和52年 (1977)

に成苗をもちい,単位面積当りの栽植密度を一定にした場

合の栽植様式 (並木植,正方形植 )と 施肥 (標肥,多ガ巳)
が「あさあけ」の生育 ,収量,品質に及ぼす影響について

草型の異なるササニシキ,さ わのはな,キ ョニンキとの対

比で検討 したので,そ の結果を報告する。なお本試験を行

うにあたり,助言を賜つた当場富1支場長大沼済氏に深甚の

謝意を表する。

2試 験 方 法

供試品種 : あさあけ(偏穂数型 ),ササニシキ(穂数型)

さわのはな(中間型 ),キヨニシヤ(偏穂重型 )

試験区の構成 : 表 1

表 1 試験区の構成

rF l)P205075,K2009,珪 カル 12,溶燐 4,
堆肥 120ん″/a各区共通。
2)穂首分化期の追肥 :7月 2日 。

耕種概要

苗代様式 : 保温折衷苗代

播 種 期 : 4月 16日
移 植 期 1 5月 24日
1株本数および栽植密度 : 3本植/株  227株/″
1区面積および区制 : 3′/区,2区制

3 試験結果および考察

1最高分げつ期の生育特性

最高分げつ期の生育特性を表 2に示 した。

草丈 : 多肥および並木植において長く,区間ではM
N区が最も長く, OS区が最も短かつた。
イ当り茎数 : あさあけ>ササニシヤ>さ わのはな>
キョニシキの順に多く,ほ tF草型どおりの結果となった。

概 して正方形植が並木植に比し多く,その増力Π度はあさあ

けが最も大きかった。また,多肥による増加傾向はあさあ

け,キ ヨニシキにおいて認められた。

葉身長 : 穂首分化期の追肥後 5日 目に相当する7月

7日 の葉身長は正方形植が並木植に比 し短かつた。追肥に

よる伸長度は概 して並木植が正方形植に比 し大きく,品種

間ではあきあけ>ササニシキ>キ ヨニシキ>さ わのはなの

順に大きかつた。しかしあさあけの葉身そのものの長さは

多肥でもほぼササニッキと同 じであつた。

表 2 最高分げつ期の生育特性

注 葉身長 :1株の展開最上葉について調査。

2出穂および成熟期における生育特性

出穂および成熟期における生育特性を表 3に示 した。

出穂期 : 多肥により若千遅延するものの栽植様式の

差の方が大きく影響し,正方形植が並木植に比し遅延した。

成熱期 : 多lEに より遅延 したがその程度はあさあけ
がササニシキに比 し小さかつた。また栽植様式による遅延

傾向は認められなかった。

登熟日数 : 概 して正方形植が並木植に比し少なく早

熟ィビした。これは出穂遅延の差がそのまま成熟遅延に結び

つかなかつたためと思われる。また,多肥による登熟遅延

傾向はあさあけがササニシキに比し少なかつた。

倒伏 : MN区が最も多かつた。同一施肥条件の場合
並木植が正方形植に比し多く,前者の場合概して多肥によ

り増加 したが,後者の場合は増加しなかつた。

緯長 : 多肥および並木植において,よ り長稗化しM
N区が最も長くCS区が最も短く,こ れは草丈の傾向と一
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致 した。

″当り穂舞  概 して多8巴および正方形llEに おいてよ
り増大し,その増加度はあさあけが最も大きかつた。区間

ではあさあけはササニシキ,キ ヨニシキと同様にMS区 が最
も多かった。

有効茎歩合 : あさあけ,キ ヨニシキは並木植におい
て多肥により向上するが,正方形植では逆に低下したち一

方ササニツキ,き わのはなは両栽植様式において多肥によ

り向上 した。

表 3 出穂および成熟期における生育特性

注 0伏 10(無 )→ 5(甚 )

3分解および収量調査結果
分解および収量調査結果を表 4に示 した。

下位節間長 (第 4, 5節 )下 位節間長は概 してMN
区が最長で,かつ多肥による伸長度も最も大きい傾向を示

した。このことがMN区 の倒伏最多の要因になつているも
のと思われる。品種間ではさわのはな>キ ョ=シキ>ササ
ニシキの願に多月巴による伸長度が大で,下位節間長はあさ

あけが最も短かつた。また,あ さあけの下位節間長はササ

ニツキ,キ ヨニシキと同様に多肥条件において正方形植が

並木植に比 し短縮 した。

1穂粒数 : 概 して正方形植は並木植に比 じ少なかつ
た。これは2次枝梗数およびその着粒数が少ないためと思

われる。 この傾向はあさあけの多肥において顕著であっ
た。 (MS区 )
登熟歩合 : あさあけ,ササニシキは標ltlでは並木植,

多肥では正方形植が高かったが,さ わのはな,キ ヨニシキ

は逆の傾向を示 した。

収量 : MS区が最も多収であつた。その要因として
あさあけの場合″当り穂数と登熱歩合が大きく関与してい

るものと考えられる。あさあけ,キ ヨニシキは多肥におい

表 4 分解および収量調査結果

`上
方形41Eが並木植に比 し増収 したが,ササニシキ,さ わ

のはなは両施1巴条件においてその傾向が認められた。また ,

概 して多肥により増収 したが,その増収率はあさあけ,キ
ヨニンキの正方形植において 7%と 顔著であった。 (MS
区 )

玄米千粒重 : 概 して正方形植は並木植に比 しやや増

大したが,多肥による増減は認められなかった。

整粒歩合および品質 : 正方形植が並木植に比 し整粒

歩合が高く良質であり,その傾向はあさあけの標肥におい

て顕著であった。(OS区 )また,両形質は多肥により低
下しやすいがキヨニシキのみは逆に向上し,MS区が最も
良かつた。

4 ま  と  め

1〆当り茎数は概 して正方形植が並木植に比し多く,その

増加度はあさあけが最も大きかつた。葉身長の追肥による

伸長度は並木植が正方形植に比 し大きく,そ の傾向はあさ

あけにおいて顕著であつた。

2ノ当り穂数は概 して多肥および正方形植においてより増

大し,その増加度はあさあけが最も大きかつた。あさあけ

の有効茎歩合はキヨニシキと同様に並木植において多肥に

より向上するが,正方形植では逆に低下した。

3下位節間長は概してMN区が最長で,かつ多1巴による伸
長度も最も大きい傾向を示し,あ さあけのそれはさわのは

なの次に大きかつた。1穂粒数は概 して正方形植の場合並

木植に比し少なく, この傾向はあさあけの多肥において顕

著であった。あさあけの登熟歩合はササニシキと同様に標

肥では並木llt,多肥では正方形植が高かった。

4あ さあけの収量はMS区が最も多収であり,ま た,概 し
て多肥により増収したが,そ の増収率はキヨニシキと同様

に正方形植において顕著であった。正方形植が並木植に比

し整粒歩合が高く良質であり,その傾向はあさあけの標肥

において顕著であつた。
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